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考古学と音楽教育の連携３ －主体的・協働的な学びにむけて－ 

中村耕作（国立歴史民俗博物館研究部）・早川冨美子（國學院大學栃木短期大学人間教育学科） 

 
１．これまでの取り組みと課題  

 縄文土器の特徴を音で表現するワークショップを 2016 年度から実施してきた。当初は、土器片

を用いて施文具・施文手法の違いに注目し、その後、完形土器を用いて土器全体の文様構造に注目

した。当時の環境を想起させるため音素材は種実・貝・骨・石・木など縄文時代に存在した自然素

材に限定している。 
 2020 年度の小学校６年生音楽科での実践では、「音楽の構造」と「土器文様の構造」が類似する

という視点で、土器文様から「反復」「呼びかけとこたえ」「強弱」「音の重なり」などを見出して音

楽づくりをすることを企画し、概ね期待通りの結果が得られた。昨年度の本会での報告を含めて考

古学関係者・博物館関係者からは賛意を得たが、音楽教育の専門家からは、縄文土器と音楽を結び

つける理由が分からないとの厳しい評価を得た。つまり、「反復」などの要素に注目させた演奏は模

倣に留まり独創性に欠けること、独創性を発揮すれば縄文土器からかけ離れていくこと、などの点

から音楽の授業として実施することは難しいという意見である。 
２．2021年度の成果と課題 

 2021 年度は、Ａ：音楽科以外の学校教育の場として、A-1）中学校全校の特別活動（キャリア教

育）、A-2）中学校３年生の総合的な学習の時間、Ｂ：生涯学習の場として、B-1）郷土資料館、B-
2）公民館の４種の実践を行った。多少の方法の違いはあるが、いずれも「音楽の構造」は全面に出

さず、土器の観察で気づいた点・気に入った文様などをもとに音楽づくりをしてもらった。 
 このうち、A-2 では、当初の目論見通り①土器文様の特徴に着目した班もあるが、②ザラザラな

どの質感を表現した班も多く、また③文様からイメージされた呪い・祭祀というイメージを表現し

た班なども現れた。①の多くは、隆帯沈線などの文様の太さや波状口縁など特定部位に注目したも

のだが、2020 年度に目論んだような文様構成を表現した班もみられ、「音楽を聴いて土器の特徴が

わかる」という感想が寄せられた。また、B-2 では、土器の下から上に向けて文様・装飾が増加す

る様子を表現した班や、渦巻文様の数を演奏の中で表現した班があり、いずれの実践でも、注目し

た箇所は異なるものの、それぞれの特徴をふまえた作品となったと評価できる。 
３．プロジェクトの目指すもの：主体的・協働的な学びに向けて 

 本プロジェクトが考古学・博物館関係者から肯定的評価を得たのは、資料に触れる・観察する機

会という面が大きいものと考えられる。当初は、考古学・社会科としての目的（縄文時代の生活、

土器の意義、文様の読み取り、比較などの歴史的なものの見方）と、音楽科としての目的（「音楽の

構造」）を並列させて掲げており、前者は早い段階で達成できていた。しかし、上記のように両者を

並列させることは困難であり、本年度の実践ではより大きな目的を設定することが必要となった。 
 現在、学校教育で目指されているのは、「正解のない時代を生きる力」（都留覚氏）であり、主体

性と協働性の両面が求められる。これは生涯学習でも同様であろう。本プロジェクトは、土器を音

楽にするという未知の課題に対応することを通じて、こうした力を養うプログラムを目指したい。 
付記 本発表は科研費（20K20851）の成果の一部である。実践のダイジェスト動画を下記にアップ

しているので合わせてご覧ください。 https://researchmap.jp/kousaku-n/jomon-music 

https://researchmap.jp/kousaku-n/jomon-music

